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程式を解く必要があるが，これらは特殊な形をしており，Block bilinear form を計算するという問
題に置き換えられる．第３の項目ではこの Block bilinear formの近似法について述べている．本項
目で提案している近似法は Block双共役勾配法の基づいており，線形方程式の右辺ベクトルの本数が
1 の場合に対してすでに提案されている双共役勾配法に基づく近似法の一般化となっている．提案法










審 査 の 要 旨 
【批評】 









平成 26年 1月 29日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
